
[成果情報名] 家畜ふん堆肥を連用した砂質畑土壌における窒素、リン及びカリウムの減肥 

[要約] 砂質畑土壌において、豚ふん堆肥では窒素肥効が高く、窒素肥料を削減できるが、牛ふん

堆肥では窒素肥効は低く、減肥は難しい。牛ふん堆肥または豚ふん堆肥からの投入リン量は多く、

溶脱量も多いため、リン酸肥料を施用しなくてよい。また、カリウム肥料を無施用としても作物

のカリウム吸収量は化学肥料の施用時と同等で、減肥できる。 
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[背景・ねらい] 

 砂質畑土壌は保肥力及び保水力が低いため、施肥成分の溶脱が生じやすく、十分な肥効が現れに

くい。家畜ふん堆肥を施用したときの砂質畑土壌の適正な土壌管理技術の確立に資するため、窒素、

リン及びカリウムの収支、溶脱量及び土壌蓄積量を明らかにした。 

 

 [成果の内容・特徴] 

1.牛ふん堆肥を連用した場合、冬作キャベツの収量は、堆肥を施用せず化学肥料のみを施用した

場合と同程度か少ない。また、夏作スイートコーンの収量は、化学化学肥料のみを施用した場

合と同程度かやや多い。一方、豚ふん堆肥を連用した場合、冬作及び夏作の収量は化学化学肥

料のみを施用した場合よりも多い（データ略）。 

 

2.いずれの試験区においても、窒素、リン及びカリウムの余剰量の増加に強く比例して、溶脱量

が増加する（図 1）。 

 

3.牛ふん堆肥を連用した場合、堆肥からの投入量に相当する窒素量が土壌蓄積するものの、堆肥

の窒素有効化率が低いため、減肥は困難である。一方、豚ふん堆肥を連用した場合、堆肥の窒

素有効化率が高く、作物の窒素吸収量も多く、溶脱量も多いことから、窒素肥料を削減できる

（表 1）。 

 

4.牛ふん堆肥または豚ふん堆肥からの投入リン量は、堆肥を施用せず化学肥料のみを施用した場

合よりも投入量が多く、溶脱量も多く、リン酸を無施用としても作物のリン吸収量は化学肥料

のみを施用した場合と同程度か多いため、リン酸肥料は施用しなくてよい（表 2）。 

 

5.牛ふん堆肥からの投入カリウム量は多く、溶脱量も多い。一方、豚ふん堆肥からの投入量は堆

肥を施用せず化学肥料のみを施用した場合の投入量よりもやや少ない。しかし、カリウム肥料

を無施用としても、牛ふん堆肥または豚ふん堆肥を連用した場合の作物のカリウム吸収量は、

化学肥料のみを施用した場合と同程度で、減肥できる（表 3）。 

 

[成果の活用面・留意点] 

1.本成果は、冬作キャベツ、夏作スイートコーンの年 2 作体系の典型山地黄色土（次表層の土性

は粗砂壌土）で、2007 年 7 月から 2013 年 7 月までの試験結果を解析したものである。 

 

2.カリウム肥料を無施用とした場合、牛ふん堆肥及び豚ふん堆肥を連用した土壌中のカリウム量

は減少傾向であるため、家畜ふん堆肥を施用した場合のカリウム減肥量について、さらなる検

討を要する。
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[具体的データ] 
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表 1 家畜ふん堆肥のみかけの窒素有効化率及び年間土壌窒素蓄積量 

試験区 

年間 

投入量 

年間 

溶脱量 

年間 

収奪量 

堆肥のみかけの 

窒素有効化率 1) 

推定年間 

土壌蓄積量 2) 

実測年間 

土壌蓄積量 3) 

(g-N m-2 y-1) (%) (g-N m-2 y-1) 

牛ふん堆肥区 96  40 14 -9    42    33    

豚ふん堆肥区 119  96 18 92    5    10    

堆肥無施用区 57  43 14 -    -1    -7    

1) 堆肥のみかけの窒素有効化率(%)＝｛牛ふん堆肥（豚ふん堆肥）区の(溶脱量+収奪量）－堆肥無施用区の 

（溶脱量+収奪量）｝/｛牛ふん堆肥（豚ふん堆肥）区の年間投入量－堆肥無施用区の年間投入量｝×100 

2) 推定年間土壌蓄積量＝年間投入量－（年間溶脱量+年間収奪量） 

3) 実測年間土壌蓄積量＝（2013 年 7 月の土壌窒素含量－2007 年 7 月の土壌窒素含量）/6 

表 2 年間リン収支と年間土壌リン蓄積量 

試験区 

年間 

投入量 

年間 

溶脱量 

年間 

収奪量 

推定年間 

土壌蓄積量 1) 

実測年間 

土壌蓄積量 2) 

(g-P m-2 y-1) 

牛ふん堆肥区 28   14   3 11    0     

豚ふん堆肥区 37   33   3 1    -4     

堆肥無施用区 9   9   2 -2    -7     

1) 推定年間土壌蓄積量＝年間投入量－（年間溶脱量+年間収奪量） 

2) 実測年間土壌蓄積量＝（2013 年 7 月の土壌リン含量－2007 年 7 月の土壌リン含量）/6 

表 3 年間カリウム収支と年間土壌カリウム蓄積量 

試験区 

年間 

投入量 

年間 

溶脱量 

年間 

収奪量 

推定年間 

土壌蓄積量 1) 

実測年間 

土壌蓄積量 2) 

(g-K m-2 y-1) 

牛ふん堆肥区 71 85 13 -27     -9     

豚ふん堆肥区 30 36 15 -21     -17     

堆肥無施用区 47 27 13 7     5     

1) 推定年間土壌蓄積量＝年間投入量－（年間溶脱量+年間収奪量） 

2) 実測年間土壌蓄積量＝（2013 年 7 月の土壌カリウム含量－2007 年 7 月の土壌カリウム含量）/6 

 窒素（N）                リン（P）            カリウム（K） 

図 1 積算余剰量と積算溶脱量の関係 


